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決算ハイライト
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2018年度
実績

2019年度
実績

前期比増減

⾦額 率

売 上 高 17,548 16,349 △1,198 △6.8％

営 業 利 益 1,982 1,834 △147 △7.5％
売上高比 11.3％ 11.2％

経 常 利 益 2,046 1,918 △127 △6.2％
売上高比 11.7％ 11.7％

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 1,322 1,369 46   +3.5％

（単位:百万円）

■売上高︓国内においては環境・プロセス分析機器やアフタービジネスを
中心に売上を伸ばしたものの、アジアにおける前期の大型
案件の反動等により海外売上が減少し、全体として減収

■利 益︓売上高の減少により、営業利益・経常利益は減少するも
当期純利益は５期連続で最高益を記録

☞単⽉⿊字化127か⽉連続記録更新中（2009年9⽉から10年7か⽉）



事業別説明（対前期比）

売上高16,085百万円（7.0％減）、セグメント利益2,457百万円（6.4％減）

計測機器事業（減収・減益）

売上高264百万円（2.1％増）、セグメント利益169百万円（5.4％増）

■国内売上高︓全体として増収
①環境・プロセス分析機器︓主⼒の基本プロセス計測器をはじめ、環境大気測定装置・

上下水道用分析計など主要製品の販売が好調
②科学分析機器︓医療関連機器は⼀部OEM先の在庫調整の影響により売上減。
③電極・標準液、保守・修理及び部品・その他︓アフタービジネス全体で増収

■海外売上高︓アジアにおいて前期に大型案件を売上げた反動等により減収

■利益︓売上高の減少により減益

不動産賃貸事業（増収・増益）

■主な賃貸物件は、本社に隣接しているビル１棟と駐⾞場
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営業利益の増減分析
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2019年度
営業利益
1,834

（単位:百万円）

2018年度
営業利益
1,982

粗利の減少
△215

経費の減少
＋68

売上高減少
△ 450

販管費減
＋68

営業利益減少
△147

売上原価率
の低下
＋234



売上高・営業利益推移
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（単位:百万円）（単位:百万円）

売上高 営業利益
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分野別構成比と売上高推移
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国別売上高推移
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国内外の売上高 海外の国別売上高
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1株当たり配当⾦推移
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株主還元
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2020年度業績予想（未定）
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・現状、新型コロナウイルス感染症の世界的拡大が国内外の経済に
大きな影響を及ぼしており、今後の影響が⾒えないことから、多く
の不確定要因を抱えており、予断を許しません。

・このような状況の下でも、当社が事業を展開する計測機器市場は、
世界的な環境保全の高まりとともに環境法規制が⼀層強化されている
ことから、今後も中⻑期には拡大傾向が継続すると予測しております。

・次期連結業績⾒通しにつきましては、新型コロナウイルスの感染
拡大による企業活動停滞の影響や事業環境の変化にともなう設備
投資の動向が不透明であるため、現時点で合理的に算定すること
が困難であると判断し未定といたしました。

・今後、次期の業績予想及び配当予想が可能となりました時点で速やか
に公表いたします。

＜決算短信より抜粋＞



トピックス︓活性⽔（次亜塩素酸⽔）を寄付
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手指などの消毒・除菌に優れた効果を発揮する
当社製の活性⽔を寄付しました

（埼玉県狭山市）山王小学校にて
狭山市⻑、校⻑、⽣徒さんたちと

この活性水は、当社の病院・医療機関向け製品である
「次亜塩素酸ナトリウム活性化装置」で次亜塩素酸ナト
リウムと酢酸を安全に希釈混合して調整したものです。

本社近隣の
日本点字図書館

山形県新庄市 岩手県遠野市

＜寄付先＞
・埼玉県狭山市︓小学校15校、学童保育施設16か所、保育所等
・日本点字図書館（高田馬場）
・山形県新庄市
・岩手県遠野市



ご注意
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株主還元ご注意とお願い■ 本資料は当社をご理解いただくために作成したものであり、当社への投資勧誘を目的とした
ものではありません。

■ 本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や
保証を与えるものではありません。

■ 本説明資料中の記載⾦額は、表⽰単位未満を切り捨てて表⽰しております。
また、諸比率は円単位で算出の上、小数点第2位を四捨五入しております。そのため合計値が
100.0％とならない場合があります。

■ 将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識
された上でご利用ください。

■ 業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成して
おりますが、当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。

■ 本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、皆様ご自身の
ご判断と責任においてご利用されることを前提にご提⽰させていただくものであり、当社は
いかなる場合においてもその責任は負いません。

＜お問い合わせ＞
東亜ディーケーケー株式会社

経営戦略部 経営企画課
メール︓ir@toadkk.co.jp

URL︓http://www.toadkk.co.jp/


